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本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「水素利用等先導研究開発事業」（終了時評価）の研究評価委員会分科会（２０

２３年１０月６日）において策定した評価報告書（案）の概要であり、ＮＥＤＯ技術委員・

技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第７５回研究評価委員会（２０２３年１２月１

１日）にて、その評価結果について報告するものである。 
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国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

研究評価委員会「水素利用等先導研究開発事業」分科会 

（終了時評価） 

 

分科会長 伊藤 響 
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「水素利用等先導研究開発事業」（終了時評価） 

評価概要（案） 

 

１．評価 
１．１ 意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 
本事業は、水素製造・輸送・利用におけるアカデミア中心の革新的技術の研究開発であり、

企業参加の次フェーズ事業に移行させる“橋渡し”機能も有していたといえる。2030 年に水

素 30 円/Nm3、2040 年に水素発電コスト 12 円/kWh 以下という挑戦的かつ明確なアウトカ

ム目標を設定している。 
アウトカム達成までの道筋においては、この事業終了後の次ステージにつながる事業展開

が計画され、そのなかでアカデミア、企業、政府・省庁の役割が時間軸も含めて明示されて、

複数の個別テーマでは測定方法の標準化に取り組み、その一部が IEC 規格に反映されるな

ど、将来ビジョンと目標の実現に向けた事業が実施されたものと考える。 
知財戦略では、「仕上げたい技術の姿」と題するフォーマットを採用して事業実施者の意

識付けを実施している点や、公募時より知財およびオープン・クローズ戦略の重要性につい

て事業者に周知徹底している点は、合理的な取り組みであったと高く評価できる。繰り返し

になるが、標準化戦略では、一部事業においてではあるものの具体的な体制の整備を行って

アプローチが行われている事例も認められている。 
今後は、研究開発が進む中で、技術の適用先である地域や国を見定め、国際特許の権利化

ができるような戦略の策定やそれを実施する企業との連携を意識した特許マネジメントが

期待される。 
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１．２ 目標及び達成状況 
アウトカム目標は水素基本戦略に基づいて設定されており、本事業推進中に発表された政

府などからの各種戦略やエネルギー基本計画あるいは中間評価で出された提言などに対し

ても配慮され、また、外部環境の変化に応じてアウトカム目標の検証や見直しなどが、事業

期間を通じて適切に行われていたといえる。アウトカム達成の見込みとしては、メタン直接

改質法において、水素製造量に制約があるものの、30 円/Nm3の可能性が見えてきており、

これが実現できることで、日本経済や水素社会の実現に向けた問題解決に与える効果も期待

できる。 
各テーマがアウトプット目標を達成し、次のステージに進んでいることも評価できる。 
特許出願においては、オープン／クローズ戦略に従い、出願件数は外国出願も含めて増加

しており、この点も評価に値する。 

一方、アウトカム目標である水素コストについては、現実的な視点として、水素発電・水

素製鉄において経済的な実現可能性を慎重に見極める必要もあり、一律な数値設定ではな

く、現実的な用途に応じて見直しも必要な段階にきているのではないかと考える。 

また、アウトプット目標の達成度は、スタート時の競合分析に基づく設定目標に対する

ものであることから、達成度に加えて事業終了時の競合分析も示すことで、アウトカム目標

である水素コストに対する達成状況の評価に部分的にでもつながるのではないかと考える。 
 

１．３ マネジメント 
本事業では、NEDO のマネジメントの下、PL および各テーマの事業責任者がそれぞれの

役割を遂行し、テーマ間での連携を図った結果、各々のアウトプット目標の達成につながっ

たといえる。また、事業者に対する進捗フォローで事業成果の＜姿＞の共有や対象技術のポ

ジショニングといった新しい手法を導入したことで、産学連携を促しアカデミアに対し市場

化の意識を醸成させ実用化を目指した体制になったと考える。 
研究開発の進捗管理については、継続可否審査や中間評価などのほかに、定期的な会議

（PL 定例会議、進捗フォロー会議、週例マネジメント会議）が開催され、情報交換や進捗

管理にも十分に活かされていたと考える。また、研究分担、研究計画は、すべてのプロジェ

クトで、緻密に作られており、研究開発計画については高く評価できる。 
今後、水素コストの目標を達成するためには、一つのテーマや技術で実現できるわけでは

ないことから、競争と協調をうまくハンドリングしながら適切なマネジメントを実施するこ

とにより、各技術の総和として、シナジーをもって目標が達成できることを期待する。また、

日本の電解技術力の向上と技術開発の加速につなげるためにも、評価／解析のための共通プ

ラットフォームの構築が期待される。  
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２．評点結果 
 

評価項目・評価結果 各委員の評価 評点 

1. 意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 

 (1)アウトカム達成までの道筋 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 3.0 

(2)知的財産・標準化戦略 Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ 2.7 

2．目標及び達成状況 

 (1)アウトカム目標及び達成見込み Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｃ 2.4 

(2)アウトプット目標及び達成状況 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ 2.7 

3．マネジメント 

 (1)実施体制 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ 2.7 

(2)研究開発計画 Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ 2.7 

 
 

≪判定基準≫ 

A：評価基準に適合し、非常に優れている。  
B：評価基準に適合しているが、より望ましくするための改善点もある。  
C：評価基準に一部適合しておらず、改善が必要である。  
D：評価基準に適合しておらず、抜本的な改善が必要である。  

  
（注）評点は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が数値に換算・平均して算出。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


